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長 屋 美穂子

A Study on the Conditions of Children' s 

          Liveing at Home

Mihoko  Naga  ya

 The purpose of this study is to reseach the condition of children's liveing at 

home. 

 The report is based on the questionnaire to the children's parents of an elemen-

tary school in Saitama prefecture. 

 The contents are as follows, 

 1. Diet life  4. Private school  7. Habit of life 

 2. Time budget  5. Play  8. Health condition 

 3. TV Watching  6. Pocket money 

   In this study it is found that it is necessary to improve liveing of children's 

 parents so as to bring up children sound.

1は じ め に

通常,子 どもに何か問題が生じると,そ の

要因のひとつに"家 庭"が あげられ,注 目さ

れることが多い.

特にここ数年来子 どもの問題としての,校

内暴力 ・家庭内暴力 ・登校拒否などは,個h

の特殊な例にとどまらず社会的にも拡大 し,

話題になっている.こ れらの原因は複雑多岐

にわたるが,そ のひとつとして基本的生活の

乱れや親子関係な どが考 えられ,そ れ らが
"家庭"と 密接なかかわ りをもっているだけ

に,子 どもにとって"家 庭生活"が 及ぼす影

響は大 きく,そ の責任は重大 と思われ る.こ

れ らに関す る問題は,今 までさまざまな観点

から研究され,報 告 されているが,本 稿は子

どもたちが とくに"家 庭"で,ど のような生

活を営んでいるかに焦点をあてその状況を知

るために,保 護者 を対象に行 った子 どもに

ついての実態調査の結果の報告と,そ れに対

する若干の考察である.

皿 調 査 方 法

対象 埼玉 県下 の あ るマ ソモ ス小学校 の1

・3・6年 生871名 で ,回 収 され た数 は,

1年 生 男子129名 女 子130名

3年 生 男子147名 女 子142名

6年 生 男子143名 女 子165名

合計856名 で,回 収率は98.3%で あ る.

時期及び回答者の内訳1984年6月25日 に 小

学校 を通 じて,子 どもに調査 用紙 を家庭 に持

ち帰 らせ,家 族が記入 し,同 年6月27日 に 回

収 した.回 答者は子 どもの母親89%,父 親6

%,そ の他1%,無 回答4%で あ る.
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家庭(家 族)状 況 家族構成は4人 家族が59

%で 最も多 く,次 に5人 家族が21%で,両 親

と子ども2～3人 とい う構成の核家族である.

祖父母と同居している,い わゆる三世代家族

は全体の12%で,子 ども8～9人 に対して1

人が同居 していることになる.父 親の職業は

56%が 会社員で最 も多 く,公 務員22%,自 営

12%の 順である.母 親は55%が 専業主婦で,

何 らかの職業を持っている人は,頻 度はとも

か く1年 生24%,3年 生33%,6年 生75%で,

低学年 より高学年の親に多い.親 の出勤 ・帰

宅時間について,父 親の出勤は午前7時 ～9

時前が多 く64%で,帰 宅は午後6時 ～9時 前

が多く56.9%で ある.な お出勤で5%,帰 宅

で13%の 人が不規則な時間 ということである.

母親の場合,職 業を持 っている人の73%が 午

前8時 ～9時 前に出勤 し,帰 宅は午後4時 ～

6時前が多 く59.5%で ある.不 規則に出勤す

る人は4%,帰 宅は5%い る.

皿 子どもの生活実態

実際行 なった21の 調査項 目を,1.食 生 活

2.生 活 時 間3.テ レビ視聴4.塾 ・おけい こ

ごと5.遊 び6.お こづかい7.生 活 習慣

8.健 康 状態に分類 し検討 した.

1.食 生 活

1-1朝 食の摂取(表1)

育 ち盛 りの子 どもは,朝 食 を しっか りとっ

ているか ど うか,量 は ともか く摂取 について

ど うで あろ うか.毎 日食べ る ・ほ とん ど毎 日

食べ る子 どもを含め ると97.8%で,全 く食べ

ていない子 どもは856名 中1名 で,い つ も食

べ ない とい う理 由である.最 近の子 どもは,

表1朝 食の摂取 単位 ・(人%)

学年男

内谷 女別

1年

男 女

3年

男 女

6年

男 女
合 計

毎日食べる
116121

(27.7)

141137

(32.5)

127143

(31.5)

785

(91.7)

ほ とん ど
毎日食べる

89

(2.0)

43

(0.8)

919

(3.3)

52

(s.i)

時h食 べる
40

(0.5)

22

(o.$)

73

(1.1)

is

(2.1)

食べ ない
10

(o.i)

00 00 1

(o.i)

朝食 をぬ くために精神的 ・肉体的 ・そ の他 さ

まざまな障害が生 じ問題にな ってい るが,こ

の調査校 の1・3・6年 生のほ とん どの子 ど

もは,毎 朝食事をす ませ て登校 してい るよう

であ る.

1-2朝 ・夕食の主食(表2)

ど んな ものを主食に してい るであ ろ うか.

朝 食 では米 を48.4%,パ ン を42.4%の 子 ども

が主食 とし,ほ ぼ2分 され てい る.そ の他の

9.1%の 内訳 は,米 またはパ ソ ・クラ ッカ ー ・

小麦粉 を使用 した料理等があげ られ,朝 の食

欲不振 を少 しで もカバーす るため の くふ うを

感 じる.夕 食 では98.9%の 子 どもが米 を主食

としていて,パ ソ食は全 くいない.そ の他0.8

%の 内訳 は,め ん類 ・おかず のみ等 の回答で

あ る.朝 食 は米あ るいはパ ソ食,夕 食 は圧倒

的に米食 とい う結果 であ る.

表2朝 ・夕食の主食

学年男

内容 女別

1年
男 女

3年
男 女

6年
男 女

合 計

朝

食

米
5857

(13.5)

7568

(16.7)

.:::

(is.z)

414

(48.4)

ノく γ
5360

(13.2)

6357

(14.0)

6466

(15.2)

363

(42.4)

その他
1813

(3.6)

917

(3.0)

1011

(2.5)

78

(9.1)

無回答
00 00 10

(0.1)

1

(o.i>

夕

食

米
127128

(29.8)

147140

(33.5)

142163

(35.7)

847

(99.0)

パ ン 00 00 00 0

その他
11

(0.2)

02

(0.2)

12

(0.4j

7

(0.8)

無回答
11

(0.2)

00 00 2

(0.2)

1-3誰 といっしょに食事をしているか(表3)

少 人 数 の核家族 ・父親 の長時間労働 ・共働

き等の環境 にあって,子 どもはどんな状態 で

食事を しているであろ うか.朝 食では 〔家族 の

誰か といっ しょに食事す る 〕が46.5%,〔 家

族全員 で食事す る 〕が40.2%で あ ま り差 はな

いが,夕 食 では,〔 家族 の誰 か といっ し ょ〕

が64.3%,〔 家 族全員 〕が32.8%で,朝 と比

較 して家族全員揃 うことが難 しく減少 してい

る.原 因のひ とつ として親 の帰宅時間 が遅 い

こと・勤務時間の不規則 さが考えられ る.(H,
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表3誰 といっしょに食事をしているか

誌くく鞴
1年
男 女

3年
男 女

6年

男 女
合 計

朝

食

家族全員 5048
(11:5)

6753

(14.0)

.:

(14.7)

344

(40.2)

家族 の誰か

といっ しょ

6167

(15.0)

5974

(15.5)

6770

(is.o)

.;

(46.5)

子 ど も
た ちだけ

95

(1.6)

109

(2.2)

1221

(3.9)

ss

(7.7)

1人 だ け
i

(2.1)

116

(a.o)

66

(1.4)

47

(5.5)

無 回 答
10

(o.i)

00 00 1

(o.i)

夕

食

家族全員 4537
(9.6)

4744

(10.6)

4662

(12.6)

281

(32.8)

家 族の誰か

とい っし ょ

8289

(20.0)

9397

(22.2)

9297

(22.1)

550

(64.3)

子 ど も
た ちだけ

03

(0.3)

21

(0.3)

43

(o.a)

13

(1.4)

1人 だ け
ro

(0.1)

10

(o.i)

10

(o.i)

3

(0.4)

無 回 答
11

(o.a)

40

(0.5)

03

(0.3)

9

(1.1)・

o家 庭状況参照)ま た朝食では,〔 子 どもた

ちだけ 〕・〔ユ人だけ 〕で食事する頻度が夕

食に比べて高 くなっている.次 の表は 〔子ど

もたちだけ 〕〔1人 だけ 〕で食事すると回答

した子 どもの母親の職業有無を調べたもので,

1年3年6年

朝

夕

32(30)36(34)45(38)

4(4)4(4)8(8)

()は 母 親が有職 の場合 を示す数字 で,こ

れか らほ とん どの母親が有職 であ ることがわ

か る.要 因のひ とつ として母親 の忙 しさのた

め,子 どもだけ で食事 をせ ざる得 ないのでは

なか ろ うか と思われ る.

1-4朝 ・夕食前の空腹度(表4)

朝 ・タ食時中の様子(表5)

朝 食 は ぐっす り寝 て,朝 気持 ち よ く起床 し

なけれぽ食 べ られない し,夕 食 は間食 や運動

量等 で決 まって しま うわ けだが,食 前 と食時

中の様 子は ど うであろ うか.ま ず食前 の空腹

度について,朝 食 では 〔少 しすいてい る 〕が

60.3%で 最 も多 く,〔 すいていな い 〕24.2%

〔ペ コペ コにすいてい る 〕15.3%で あ るが,

夕 食では項 目順 に 〔ペ コペ コにすいてい る 〕

62%,〔 少 しすいてい る 〕35.1%,〔 す いて

いな い 〕1.8%と い う回答で,食 前にペ コペコ

表4朝 ・夕食前の空腹度

顧 鱗} 1年男 女 3年男 女 6年男 女 合計

朝

食

ペ コペ コに

す いてい る

1616

(3.7)

3617

(s.z)

2422

(5.4)

isi

(15.3)

少しすいて
い る

8476

(is.7>

;.

(zo.$)

8691

(20.7)

516

(60.3)

す い て
い な い

2938

(7.8)

2730

(6.7)

325T

(9.7)

207

(24.2)

無 回 答
00 ii 11

(0.2)

2

(0:2)

夕

食

ペ コペ コに

すいてい る

8670

(18.2)

".1

(20.9)

96100

(22.9)

531

(62.0)

少しすいて
い る

4055

(11.1)

4656

(11.9)

4559

(12.1)

301

(35.1)

す い て
い な い

35

(0.9)

04

(0.5)

03

(0.4)

15

(1.8)

無 回 答
00 ,22

(0.5)

23

(o.$)

9

(1.1)

表5朝 ・夕食中の様子

羸 湧蠶 1年男 女
3年

男 女
6年
男 女

合 計

朝

食

と っ て も

おい しそ う

168

(z.s)

3018

(5.6)

2726

(s.2)

125

(14.6)

お い しそ う
9094

(21.5),

103102

(23.9)

10695

(23.5)

590

(68.9)
つ ま ら

な そ う

2026

(5.4)

1421
}

(4.1)

3220

(6.1)

133

(15.6)

全 く
つ まらない

12

(0.4)

oi

(o.i)

01

(o.i>

5

(0.6)

無 回 答
20

(0.2)

00 10

(o.i>

'3

(0.3)

夕

食

と っ て も

おい しそ う

5036

(io.o>

5548

(i2.o)

7467

(16.5)

330

(38.5)

おい しそ う
7386

(ia.s>

:・

(20.3)

7870

(17.3)

481

(56.2)
つ ま ら

な そ う

48

(1.4)

28

(1.2)

73

(1.2)

32

(3.8)

全 く
つま らない

10

(0.1)

00 11 1

(o.i)

無 回 答
10

(o.i)

i1

(o.z)

36

(1.1)

12

(1.4)

にす いている人は朝食 では57人 に1人,夕 食

では14人 に1人 の割合 で,夕 食 の方 に空腹 の

比率が高 い.

食 事中の様子について,朝 食では 〔おい し

そ うに食べ る 〕が68.9%で 最 も多 く,〔 つ ま

らなそ うに食 べ る 〕15.6%,〔 と って もおい

しそ うに食べ る 〕が14.6%で 低 率を示 してい

る.一 方夕食 では 〔おい しそ う〕が56.2%,

〔と って もおい しそ う〕が38.5%で 朝食 と比

較 してやや増 加 した ものの,育 ち盛 りの子 ど

もの食 事風景 とは思えない結果 ではなかろ う

か.食 前に空腹 な らば食 事はおい し く食べ ら

れ ると考え るが,こ れは回答者 の感 じ方の相
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「

グラフ1生 活 時 間

違で,間 食の時間や量 また食 事量等 の検討 が

必要か と思われ る.

2。 生 活 時 間(グ ラフ1)

就 寝,起 床,朝 食,帰 宅,塾 ・おけい こご

と,夕 食等 の行動時 間帯 をみ てみた.

注)こ こでの生活時間とは,時 間帯を設定 し,該

当するものを選択してもらった.

就 寝 について,1年 生 は20:00～21:00(71

%),3年 生 は21:00～22:00(53.6%),6年

生 は21:00～22:00(56.8%)が,最 も多 い時

間帯であ るが,6年 生 は22:00以 降 が34.3%

で 見 落 としで きない数値 と思われ る.

起 床については,3学 年 とも6:00～7:00

の 時 間帯に集中 し60%で あ るが,全 体的 に見

て低学年 よ り高学年の方が若干遅 く起 き る傾

向が見 られ る.

朝 食については,3学 年 とも7:00～7:30

の 時 間帯に70%以 上 の子 どもがす ませている.

ほ とん どの子 どもが6:00～7:00に 起 床 し,

6:30～7:30に 朝 食 であ るが,時 間帯が接近

してい るように考 え られ る.就 寝につい て低

学年は20:00～21:00が 多 いのに対 して,高 学

年に なる程遅 くな り,つ ま りは"遅 寝 ・遅起

・早食 い"の 傾 向が見 られ る .

帰 宅 につ いて,1年 生 は14:00～16:00に80

%,3年 生 は15:00～16:00に77%,6年 生 は

15:00～17:00に92%と い うのが最 も多い時間

帯であ る.こ れは各学年の授業時間上,こ の違

いは仕方のないことである.平 均か らずれてい

る時間帯 の帰宅について言えぽ,低 学年は学童

保育,高 学年は塾 ・おけいこごとに行ってか ら

帰宅 す ることが考 えられ る.

塾 ・おけ いこご とで費やす時間について,

1・3年 生は16:00～17:00,6年 生 は17:00

～19:00の 時 間帯 が最 も多い よ うである .(塾

に関 しては4.で 詳 しく述べ る)
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夕食 について,1年 生 は18:00～19:00に60

%,3年 生 は18:00～20:00に95%,6年 生 は

19:00～20:00に61%で 最 も多 く,低 学年 よ り

高学年 の方が除 々に遅 くな ってい る.

頻 度 の高い時 間帯 を学年 別に列挙す ると,

次 の よ うになる.

1年 生3年 生6年 生

就 寝 20:00^21:0021:00^-22:0021:00^-22:00

起 床 6:30～7:006:30～7:006:30～7:00

朝 食 7:00～7:307:00～7:307:00～7:30

帰 宅 14:00^-16:0015:00^16:0016:00^-17:00

塾 16:00^17:0016:00^17:0017:00^-19:00

夕 食 18:00^19:0018:00^20:0019:00^20:00

就寝 ・起床の関係から睡眠時間は1年 生と3

・6年 生とでは1時 間の差がある.6年 生は

塾 ・おけいこごとで費やす時間が多いため,

夕食が次第に遅い時間帯になるであろ うと思

われる.

3.テ レビ視聴

今や 日本人はテレビに明け,テ レビに暮れ

る生活をしているといわれるくらい,テ レビ

への密着度が高 く生活に及ぼす影響は大きい

と思われる.特 に子どものみるテレビ番組に

ついて何らかの規制が各地で行なわれている

が,果 た してこの地域の実態はどうであろ う

か.

3-1朝 ・夕食時のテレビ視聴(表6)

朝食時について頻度の高いものは〔見ない〕

とい う回答で,1年 生58.3%,3年 生45.7%,

6年 生39.3%と なっていて,高 学年程見てい

るようである.夕 食時では,1年 生は 〔見な

い 〕が33.6%で 低率ではあるが最 も多 く,朝

食時 より一層値が低 くなっていて,3年 生は

〔時々見る〕31.2%,〔 見ない 〕27.3%で 朝

食時 と比較 して逆転 し,6年 生は4項 目がほ

ぼ4等 分された形にな り,そ の中で高率なの

は 〔毎 日見る〕27.9%で ある.朝 食時 より夕

食時の方が時間的余裕 と子 どもの人気番組が

放映 されるためと思われる.

表6朝 ・夕食時のテレビ視聴

議 鞴 1年男 女 3年男 女 6年男 女 合計
朝

食

毎 日見 る
1112

(8.9)

2320

(14.9)

2933

(zo.i)

128

(14.9)

ほ とん ど
毎 日見 る

198

(10.4)

2023

(14.9)

3117

(15.6)

118

(13.8)

時h見 る
2333

(21.6)

3931

(24.2)

3540

(24.4)

201

(23.5)

見 な い
7576

(58.3)

6567

(45.7)

4774

(39.3)

404

(47.2)

無 回 答
11

(o.$)

01

(0.3)

11

(o.$)

5

(o.s>

夕

食

毎 日見 る
1813

(12.0)

3014

(15.2)

3650

(27.9)

161

(18.8)
ほ と ん ど

毎 日 見 る

3019

(is.s>

2241

(21.8)

4130

(23.0)

183

(21.4)

時 々見 る
3945

(32.4)

4743

(31.2)

2946

(24.4)

249

(29.1)

見 な い
一:

(33.6)

4138

(27.3)

2836

(2α8)

230

(26.8)

無 回 答
35

(3.1)

76

(4.5)

93

(3.9)

33

(3.9)

3-2視 聴時間帯と時間量(グ ラフ2・ 表7)

時 間 帯 につ いては夕方 だけ の調査 で,午 後

5時 まで と午後5時 ～9時 までは1時 間間隔,

9時 以 降 の時 間 帯 で区切 り,複 数 回答で行

った.そ の結果,3学 年 とも19:00～20:00が

最 も多 く,次 に多 い のは1・3年 生 は18:00

～19:00 ,6年 生 は20:00～21:00で 低 学 年 よ

り高学年 の方が遅 い時 間帯 に視聴 している.

時 間量 につ いて,高 率 の ものをあげる と1

年 生 は 〔1時 間位 〕38.2%,〔2時 間位 〕36.7

%で,3年 生 は 〔2時 間位 〕38.7%,〔1時

間位 〕33.6%で,あ ま り差 はな く,1・3年

生 は1～2時 間 の視 聴 であ るが,6年 生 は

ゲラフ2テ レビ視聴の時間帯
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〔2時 間位 〕36.4%,〔3時 間以上 〕31.2%

で,低 学年 と比較 して大変 視 聴時 間量 が多

い.

表7テ レビ視聴の時間量

各学年男

時間毘 別

1年

男 女

3年

男 女
6年

男 女
合 計

30分 位
1113

(9.3)

128

(6.9)

108

(5.8)

62

(7.2)

1時 間 位 4455

(38.2)

4156

(33.6)

3049

(25.6)

275

(32.1)

2時 間 位
5243

(36.7)

5656

(38.7)

5656

(36.4)

319

(37.3)

3時間以上 2016
(i3.9)

3719

(19.4)

4650

(31.2)

188

(az.o>

無 回 答
23

(1.9)

13

(1.4)

12

(i.o>

12

(1.4)

表8テ レビ視聴に関する規制

3-3テ レビ視聴に関する規制(表8)

1・3年 生はいずれ も〔制 限してい る 〕が多

く70%以 上 であ るが,6年 生 は 〔制限 してい

る 〕56.8%,〔 制 限 していない 〕40.9%で 大

差 は見 られない.

各学年男

内容 女別

1年

男 女

3年

男 女
6年
男 女
全 体

制 限 して
い る

8994

(70.7)

104100

(70.6)

74101

(56.8)

562

(65.7)

制 限 して
い な い

3634

(27.0)

4241

(28.7)

6660

(40.9)

279

(32.6)

無 回 答
42

(2.3)

11

(0.7)

34

(2.3)

15

(1.7)

3-4テ レビ番組で主に視聴するものについて

1人3本 までと限定 し,具 体的に述べて

もらった.(表9・ 図1)

得られた回答は各学年男女別に分析 した.

子 どもたちが最 も多 く視聴 している番組5本

を表9に,ま た放送形態別分類を図1に まと

めた.3学 年男女が述べた人気番組は圧倒的

にアニメであり,特 に低学年程多 く,高 学年

になる程減少気味であ り視聴するものがバ ラ

エティ_Y'富 んでいる.特 に6年 生の男子は

報道 ・スポーツ番組,6年 生の女子は歌謡曲 ・

図1人 気番組の内容分析
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表9人 気番組上位5本

繋
1年

男 女

3年

男 女
6年
男 女

1 キ ソ 肉 マ ン パ ー マ ン キ ン 肉 マ ン パ ー ・マ ン 野 球 番 組 ザ ・ベ ス トテ ン

2 パ ー マ ン ハ ッ ト リ 君 野 球 番 組 サ ザ エ さ ん キ ャ プ テ ン翼 ザ ・ ト ップ テ ン

3 ド ラ え も ん ド ラTも ん パ ー マ ソ ドリフター苅こ関 歩る番組 ニ ユ ー ス 欽ちゃんに関する番組

4 ハ ッ ト リ 君 牧場の少女カ トリ キ ャ プ テ ン 翼 ハ ッ ト リ 君 キ ン 肉 マ ン 不良少女とよ瞭τ(
「

5 キ ャ プ テ ン 翼 キャンデfキ ャンデf ド ラ え も ん メ モ ル ド ラ え も ん キ ャ プ テ ン 翼

大人 向けの ドラマを視 聴 してい るよ うであ る.

教 養 ・子 ども向け ドラマの番組 は,学 年 ・男

女 に関係 な く平均 してい る.

4.塾 ・お けい こごと(表10,11)

ど の ような塾 ・おけい こごとを どの程度 の

子 ど もがや っているかを把握す るため に,や

っている人 はすべ ての ものを具体的 に述べ て

もらった.子 どもひ と りが通 っている件数 は

表10,,内 容 別分類 を表11に 示 す.

全 体的傾 向 として61%が,ま た男子 よ り女

子 の方が,何 らか の塾 ・おけ いこごとをや っ

ている ようで ある.学 年 ・男女別に見て,頻

度 の高 いのは3年 生 の女子71.2%で,逆 に低

いのは1年 生 の男子43.4%で あ る.

内 容別分類か ら学習塾が52.5%で 最 も多 く,

音 楽22.1%,ス ポ ー ツ19.3%,芸 技3.6%の 順

であ る.さ らに具体的に述べ ると,学 習 ・そ

ろぽん ・習字 は高学年程 多 く,水 泳は低学年

の方が多い.男 女別の違 いが大 き く見 られ る

のは ピア ノで,各 学年 とも圧倒的に女子が多

い.

表101人 が通っている塾 ・おけいこ

ごとの件数

誌鱗 1年

男 女

3年

男 女

6年

男 女
全体

全 くや っ
ていない

71

(55.0)

47

(36.1)

48

(32.6)

39

(27.4)

58

(40.6)

52

(31.5)

315

(36.8)

1件
38

(29.4

48

(36.9)

49

(33.3)

43

(30.3)

48

(33.6)

56

(34.0)

282

(33.0)

2件
16

(12.4

24

(18.5)

32

(21.8)

38

(as.$)

30

(20.s>

35

(21.2)

175

(20.4)

3件
1

(0.8

9

(6.9)

5

(3.4)

18

(12.?)

6

(4.2)

19

(11.5)

58

(6.8)

4件
1

(0.8

1

(o.$)

2

(1.4)

1

(0.7>

1

(0.7)

2

(1.2)

8

(0.9)

5件
0 0 0 1

(0.7)

0 0 1

(0.1)

無 回 答
2

(i.s

1

(o.s>

11

(17.5)

2

(1.4)

0 1

(0.6)

17

(z.o)

表11塾 ・おけいこごとの種類

各学年男
女別内容
1年

男 女

3年 、

男 女

6年

男 女
全 体

学 習 32 2620

学
英 語 52 74 2218

公 文 53 1913 9.5
一.:

(52.5)

そ ろ ぽ ん 2 2928 2946

習
習 字 1219 2847 1550

ピ ア ノ 841 737 438

音 エ レク トー ン 311 220 113

バ イ オ リ ン 21 1 i 197

フ ル ー ト 1 1 (22.1)

楽
oヒ
,ツ コ ロ i

琴 3 1

廿 絵 画 27 3 1

耳
茶 道 1 1

華 道 1
32

3.6)

日 本 舞 踊 2 2

技
ノミ レ エ

獅 7 ,5

水 泳 3833 2524 157

ス 剣 道 11 82 4

ポ 柔 道 2 172

1 空 手 2 2 1 (19.3)

ツ 少林寺拳法 21

テ ニ ス 1 12

具 体 的 に
述べ ていない

2 38 27
22

(2.5)

各学年 男女別
合 計

86130 138197 130..210
:・

(ioo.o>

5.遊 び(表12)

遊 び は創造力 ・運動能力や体力を養い,発

達 させてい く上で重要 なこ とであるが,果 た

して子 どもたちには どのような遊びが多いだろ

うか.表12に 示 した遊びの中か ら3つ 以内に

限定 し選択 して もらった.合 計2,170の 回 答が

あ り,1人 当 り2.5の 遊 び が述べ られ たが,

なか には 〔遊ぽない 〕 ・〔遊ぶ時間がない 〕

とい う子 どもが全体 の7.7%い る こ とは,見
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逃 せない数値 であ ると思われ る.男 女差 の見

られ る遊 びは,男 子 は野球 ・キ ャッチボール

・サ ッカー等 のスポニ ツ
,ま た プ ラモデル作

りが多 く,女 子 ではなわ とび ・バ トミン トソ

で,特 に低学年 では ままごと遊びが多 く,ま

だ 幼児性 が残 ってい るように思われ る.男 女

共 通 してい る遊 びは,ゲ ーム ・ドッチボール

であ る.そ の他の内訳 は,1年 生 男子は キ ソ

肉マ ソ消 しゴム収集 ・絵 かき,女 子は絵か き

・折紙
,3年 生 男子はマ ソガ本読み,女 子は

絵 か き ・折紙,6年 生 男子 はマ ンガ本読み,

女 子は手芸 ・編物 ・マソガ本読 み等 で,遊 び

に含 まれ るか ど うか疑問なものもあるが,"室

内 の遊び"を 多 く述べてい る.

表12遊 び の 内 容

各学年男 1年 3年 6年 全 体
別種類
男 女 男 女 男 女 男 女

野 球 360 561 703 1624

キ ャ ッチ ボ ー ル 454 8113 7119 19736

か く れ ん ぼ

鬼 ご っ こ
2747 827 211 3785

ゲ ー ム 3215 3643 2831 9689

ま ま ご と 486 041 07 4134

プ ラモデル作 り 260 440 400 1100

な わ と び 1063 870 324 21157

ド ッ チ ボ ー ル 2413 5040 3949 113102

ス ベ リ 台

ぶ ら ・ん こ
1839 S26 04 2369

ゴ ム と び 09 015 i 032

バ ト ミ ン ト ン 513 335 147 995

テ レ ビ ゲ ー ム 154 249 2811 6724

サ ッ カ ー 596 564 695 18415

そ の 他 5342 2653 1649 95144

遊 ぽ な い 00 11 223 324

遊ぶ時間なし 21 07 524 732

無 回 答 oi 00 06 01

6.お こづかい(表13)

お こづかいを あげ てい る人は金額 を述べ て

もらい,無 回答 の場合はあげていない と考慮

した.

表13か ら,低 学年 より高 学年,女 子 よ り男

子 の方が もらっていて;与 え方の方法 として

は,各 学年 ・男女 とも1ケ 月毎が最 も多 く,

1週 間 毎 ・毎 日の順 であ る.金 額 については

6年 生 が最 も多 く1ケ 月毎 に1,000円 程 度,

3年 生 は1ケ 月毎に500円 程 度 で,半 減 して

表13お こづかいの内容分析

轟u
1年

男 女

3年

男 女

6年

男 女
全体

毎

～50円 41 3

气

2
10

(1.2)

ioo 42 4S 81
雪

24

(2.9)

日

^-200 1
1

(0.1)

^-300
(6.0)(2.3)

1

(3.4)(5.6)

1

(8.4)(0.6)

2

(0.2)

～50円 2
2

(0.2)

一 ～100 163 161 21
39

(4.7)

週 ^-200 16 75 61
26
3.0)

間 ^-300 2 48 11
16

(1.9)

毎 ^-400 1 2
3

(0.4)

^-500 11

(14.0)(9.2) (19.7)(10.6)

1

(7.7)(2.4)

3

(0.4)

十 100円 11 2
4

(0.5)

日 300 1 1
2

(0.2)

毎 500
(1.6)(0.8) (1.4)(0.7)

1

(0.7)

1

(o.i>

～100円 42
s

(0.7)

^-200 52 33
13

(1,5)

^-300 3-3 2116 s
49
5.7)

一

^一 一600 36 2028 2344
124

(14.6)

ケ

:11 53 1513
36

(4.3)

^-1
,000 1 89 4240

100

(11.8)

月

^-1
,200 2 36

11

(1.3)

^-1 ,400 13
4

(0.5)

毎

^-1 ,600 5 11 1111
29

(3.4)

1,aoo
0

(o.o)

^-2 ,000 1 76
14

(1.6)

^-3
,000 (15.5)(10.8) (40:8)(43.0)

2

(71.3)(79.4)

2

(0.2)

そ

の

必 要 に
応 じ て

手 伝 い
し た 時

147

1

178

11

310
59

(s.$)

3

(0.4)

勉 強
i

1

他
し た 時

お年玉で 1 i 1

(0.1)

3

まか な う (11.6)(6.9) (12.9)(6.3) (1.8)(6.1) (0.4)

無 回 答
6691

(51.3)(70.0)

3147

(21.1)(33.1)

1316
9.1)(97)

264

(30.8)

いる.1年 生は全体的に見て低率で,し いて

述べるならば1週 間毎に100円 程度,ま たは

必要に応 じて与xら れているようである.
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7.生 活 習 慣

生活 の基本的 なこ とが らにつ いて 自分 でや

ってい るだ ろ うか.

7-1起 床について次に示す4項 目から該当する

ものを選択してもらった。

1)1人 で起床す る

2)家 族 の誰 かに起 こして もら う

3)目 覚 ま し時計 を利用す る

4)そ の他

結果 として学年 ・男女差は見 られない.1

人 で起 床す る子 どもは31%と 約3分 の1で あ

り,残 りの70%の 子 ど もは家族 とか 目覚 ま し

時計等の力を借 りて起床 して いる.全 体的傾

向か ら高学年 よ り低学年 の方が1人 で起床 で

きる率が高い.

7-2歯 みがきについて次に示す6項 目から該当

するものを選択 してもらった.

1)朝 だ け2)朝 ・夜

3)朝 ・昼 ・夜4)夜 だ け

5)決 ま っていない

6)全 くみがか ない

〔朝 ・夜 〕みが く子 どもが67.5%で 最 も多

く,〔 夜だけ 〕14.1%,〔 朝 だけ 〕11.1%,

〔決 まっていない 〕4.7%の 順 であ る.特 に

〔朝だけ 〕みが く子 どもは高学年 に多 く,〔 夜

だけ 〕みが く子 どもは低 学年 の方が 多い.

7-3排 便 について次に示す4項 目から該当する

ものを選択してもらった.

1)朝 す る2)学 校 です る

3)帰 宅 後す る4)決 ま っていない

〔朝 す る 〕が51.2%で 最 も多 く,女 子 よ り

男子 の方が若 干多い.〔 決 まっていない 〕つ

ま り不 規則な子 どもは29%で,特 に6年 生 の

女 子に多い よ うであ る.学 校 です る子 どもは

少な く,た いていの子 どもは家庭です ませて

い るよ うに思われ る.

7-4家 事手伝いとして次の6項 目についてどの

程度やっているかを述べてもらった.

1)朝 食 の準備 ・かたづけ

2)夕 食 の準備 ・かたづけ

3)衣 類 の整理 ・整頓

4)部 屋 の整理 ・整頓

5)買 い物 ・おつか い

6)留 守 番

結果 として,学 年 ・男女差はあま り見 られ な

い,〔 朝食の準備 ・かたづけ 〕は しない とい う子

どもが 多いが,夕 食時 の場 合は時 々す るとい

う回答 の方が多 い.〔 部屋の整理 ・整頓 〕〔買

い物 ・おつか い 〕〔留守番 〕については,時

時す る子 どもは約70%い るが,工 衣類の整理

・整頓 〕は時 々す る39% ,し な い38%で 半 々

の割合 である.設 定 した数少 ない項 目の中で

比較的手伝 うのは,〔 買い物 ・おつかい 〕〔留

守番 〕の ようである.

8.健 康 状 態

最近 の子 ど もは,発 育 の状態 は良いが,体

力が低下 している といわれ,健 康 の側面 をみ

てみた.

8-1現 在,病 気 ・けがで通院している子どもは,

病 名を具体的に述べてもらい表14に まとめた.

体 に何 らか の異常が あ って通 院 してい る子

どもは全体 で88人,10.3%に 相 当 し,病 気 ・

けが の治療中 である.高 学年 よ り低学年 の方

が若干多 く,特 に耳鼻科 ・内科系統 の疾患 で

あ る.

表14通 院の内容分析

各学年男女別

内容

1年

男 女

3年

男 女

6年

男 女
全体

内 科 45 34 3 19

耳 鼻 科 97 3.3 31 26

外 科 12 22 31 11

眼 科 12 23 21 11

皮 膚 科 51 21 5 14

精 神 科 1 1

歯 科 12 21 6

難 病 11 2

具体 的 に述べて
い な い

1 1 11 4

各学年・男女別合計
件 数

2119 1317 1113 94

8-2心 身の健康状態に関 して次の12項 目につい

て有無を述べてもらった.

1)胃 の調子がおか しい

2)頭 が 痛 くな りやす い

3)食 事 が おい しく食べ られない

4)体 がだ るくな りやす い

・.



5)元 気がでない

6)便 秘 しやすい

7)下 痢 しやすい

8)め まいしやすい

9)風 邪をひきやすい

10)夜 よく眠れない

11)手 ・足が しびれた り,重 い感 じがする

12)心 臓が ドキ ドキしやすい

全体的傾向から多 くみられるもの3つ をあ

げ ると,① 風邪をひきやすい21.1%,② 頭が

いた くな りやすい12.7%,③ 食事がおい しく

食べ られない10.7%で ある.男 女差はあまり

見 られないが学年差があり,特 に高学年に多

く見 られ るものとして,頭 が痛 くなりやすい

・体がだるくなりやすい ・元気がでない ・夜

よく眠れない等があげられ る.ま たこれらの

項 目中全 く異常を示 さなか った ものは,〔 め

まいについて 〕で1年 生男女共に 〔しない〕

と答えている.

1Vま と め

この調査の回答から得た家庭での生活につ

いての現状をいまいちど,カ テゴリー別にそ

の特徴を述べ ると次のようになるご

◇食生活

朝食はたいていの子 どもがほとんど毎 日と

っていて,朝 食の主食は米 とパソが半々で,

夕食の場合は米である.家 族全員揃って食事

す ることは難 しく,家 族の誰かといっしょの

場合が多い.食 前の空腹感について,朝 食で

は少しすいている,夕 食の場合はペコペコに

すいている子どもが多い.

◇生活時間(就 寝 ・起床 ・朝食 ・帰宅 ・塾

・夕食)

起床と朝食は3学 年 とも同じ時間帯である

が,若 干高学年の方が遅い傾向にある.他 の

内容に関しては,明 らかに高学年の方が遅い

時間帯を示している.

◇テレビ視聴

食事中のテレビ視聴について,朝 食時では

見ない子どもが多からたが,夕 食時では視聴

が高 くな り,高 学年程頻度が高い.視 聴時間

帯は3学 年 とも19:00～20:00が 多 く70%以 上

を示 し,視 聴時間量は1・3年 生は1～2時

間,6年 生 は2～3時 間 である.テ レビ視聴

に関 しで制限 され ているのは低学年 の方 が多

い.子 ど もの人気番組 は全体的に アニ メであ

り,高 学年程視聴す る ものがバ ラェテ ィに富

んで いる.

◇塾 ・おけい こご と

全体 の約70%の 子 ど もが何 らか の塾 ・おけ

いこご とに通 ってい るが,男 子 よ り女子 の方

が頻度が高 い.学 年 ・男女別 では,3年 生 の

女子が最 も多 く,少 ないのは1年 生 の男子 で

ある.具 体的 に述べ る と学 習 ・スポー ツ ・音

楽 ・芸技 の順 に多 くな ってい る.

◇遊び

男子は野球 ・キ ャッチボール ・サ ッカー ・

プ ラモデル作 り,女 子 ではなわ とび ・バ トミ

ソ トソ,特 に低学年は ままご と遊びが多 く,

共 通 してい る遊びは ゲーム ・ドッチ ボールで

ある.ま た遊ぽ ない ・遊 ぶ時間のない子 ども

が7.7%い た.

◇おこづか い

低学年 より高学年,女 子 より男子 の方が も

らって いて,6年 生 は1ケ 月毎に1,000円 程 度,

3年 生 は1ケ 月に500円 程 度,1年 生 は低 率

で,し いて述べ るならば1週 間 毎 に100円 程

度 である.

◇生活習慣

起床については家族 とか 目覚まし時計等に よ

って起 きる子 どもが多 く,1人 で 起床で きる

子 どもは全体の3分 の1で ある.歯 みが きは

朝 ・夜みが く子 どもが67.5%で 最 も多 く,排

便については朝す ませ る子 どもは約半数,な

お不規則な子 どもは3分 の1で あ る.家 事手

伝いでは 、、しない"の 回答が多 く,比 較的手

伝 うのは買 い物 ・おつか い ・留守番で ある.

◇健康状態

現在,病 気 ・けが で通院 し治療 中 の子 ども

は,全 体でia.3%い て,主 に耳鼻科 ・内科系

の疾患の よ うであ る.健 康状態 として特に風

邪をひ きやすい ・頭が痛 くな りやすい ・食事

がおい し く食べ られない等が あげ られた.
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さらに総合的観点から述べると,朝 食の摂

取については問題ないと考えられるが,起 床

と朝食時間が接近しているため,お いしく多

くの量が食べられないのではなかろうかと思

われる.

朝食時はもとより特に夕食時においてテレ

ビ視聴が多 く,家 族全員揃って食事すると回

答のあったほとんどの家族が食事中にテレビ

視聴とい うなさけない結果がでている.親 の

共慟きや勤務時間の関係上,家 族全員揃 うこ

とは大変貴重なことだ と思われるが,こ れで

はテレビに よってまさに骨抜きの一家団らん

ではなかろうか.な おテ レビに関 して,回 答

者の積極的な意見が述彗 られ,規 制 したいが

子どもに負けてしまうとか子 どもが見るので

いっしょに見る等述べ られている.ま た,子

どもの人気番組が夕食の時間帯 と重なってい

ることは最大の弱点 とも言 える.従 来,テ

レビは子どもの生活様式を変xて しまった

と言われている.児 童雑誌 ・書籍などにあ

る物語や童話等を再編成 してしまい教育上マ

イナスであるが,も ちろんプラス面 もあ り,

テレビに振 りまわされるのではなく,テ レビ

を利用する生活に変えて欲 しいものである.

長期 ・継続的なテ レビ視聴が少な くとも精神

的 ・肉体的に何らかの影響を与えることは考

えられ る.子 どもの欲求を規制するのは保護

者の責任であ り,そ の権限を確認 した上で,

積極的な態度が必要ではなかろうかと思われる.

遊びでは"ス ポーツ"が 盛んであるが,そ

の他の自由回答で"室 内の遊び"の 多い点が

注 目される.ま た"遊 ぽない""遊 ぶ時間が

ない"と い う子どもが7.7%い ることは無視で

きない数値であ り,理 由として塾 ・おけいこ

ごとからの束縛 ・テ レビ視聴等のほかに遊べ

るような環境が少ない状況も考えられる.子

どもはおもしろいから遊ぶと思 うが,結 果的

には体力 ・運動能力を身につけ,遊 びを通し

て人間関係の処理の仕方 ・社会性を学び,知

的能力 も発達すると言われているので遊びは

大切ではなかろうか.

生活習慣 として1人 で起床できる子 どもは

非常に少なく,就 寝時刻が遅いから当然のよ

うに朝が弱 く夜型になってしまう.ま た歯み

がき ・排便等の規則正しい習慣づけも徹底さ

れてなく,簡 単な家事手伝 いをやっている子

どもも少ないようで,全 体的に自立の程度が

低い ように思われる.「 日本の子 どもたち」

生活 と意識,NHK放 送世 論調査(1981)に

よると,こ の傾向は都市部や核家族の家庭に

みられる過保護が原因で,そ れが子どもの生

活面で自立を妨げていると述べられている.

この調査から,"テ レビ過剰 ・遅寝 ・遅起

き ・早食い ・自立欠如"と い うひとつの傾向

をみたような気がする.低 学年 より高学年の

方に多 くみられる.こ れに類似する調査は全

国的によくなされているわけであるが,今 回

も全 く一般的な結果がでたようである.

今年(1984)は 特に,"い じめっ子,い じ

められっ子"問 題がクローズアップされ,文

部省はいじめの背景として,① 核家族化や兄

弟の少ない少子化,近 所付き合いの薄 さ,父

母の過保護などから対人関係が未熟にな りが

ち,② デレビなどで刺激的な情報が増えるう

えに,父 母の過剰な期待が加わ り,欲 求不満

をつのらせている,③ 塾通いなどで友人と遊

ぶ機会が少な く,ス トレスを解消する手段が

乏しくなっている,な ど挙げている.

読売新聞1984.4.24(火)朝 刊によれば"い

じめ,家 庭映す鏡"(親 も学校に甘え過ぎ)と

の見出しで,家 庭に原因となるべ きものがあ

ると述べ,親 の関心をひいている.

今回の調査校 にこのような問題が現在発生

していなくても,文 部省の打ち出した背景の

中に多少の要因が含 まれていて,全 く無関係

とはいい切れず,ま た必ず最悪の状態になる

ともいxな い.こ れを論ず るには資料不足で

探求が必要である.

要するに本来の子どもの生活をとりもどす

には,ま ず基本的な生活習慣を身につけ,誰

もがよく知っている 、、よく食べ ・よく遊び ・

よく学ぶ"そ してよく睡眠をとれば,少 なく

とも子どもの生活は変わるであろう.

健全な子どもの成長を促進するには,い まい

.:



ち ど,保 護者 が姿勢を正 し,子 どもたちの生

活 は も とより,大 人の生活の点検 も必要 か と

思われ る.

〔付 記 〕

調査実施にあた り,ご 協力戴きました教育委員

会,小 学校の教職員や保護老の皆様に感謝致 しま

す.

参 考 文 献

1)祐 宗省三編 「子どもの社会心理(家 庭)」

金子書房1983

2)磯 貝芳郎編 「子どもの社会心理(社 会)」

金子書房1983

3)藤 田和也編著 「子どもの生活をどうたて直

すか」 あゆみ出版1983

4)二 香 ケ瀬康子著 「現代の子どもと人権」

ドメス出版1981

5)斉 藤賢治著 「統計にみる子どもの生活とリ

ズム」 あゆみ出版1983

6)大 槻 健他著 「現代の子 どもをどうつかむ

か⊥ あゆみ出版1983

7)藤 原義隆著 「子どもの生活 リズムをつくる」

あゆみ出版1983

8)NHK放 送 世論調査所編 「家族 とテレビ」

日本放送出版協会1982

(1984年9月25日 受付)

a・


